
第５７回東北六県将棋大会
運営事務局・記録員用
＜運営要領＞
　
平成２５年７月６日～７日
山形新聞社
日本将棋連盟山形県支部連合会

［大会運営について］
　別途配布される大会パンフレット記載の日程並びに対局規定のほか、監督会議での協議決定事項に即し、円滑に大会が進行するよう配慮してください。
　不測の事態や不明のことが発生した場合は、運営責任者に報告し公平かつ的確な解決が図られるよう願います。
　明文規定や事前の申し合わせがない事項で、その場で対処された事項は、ただちに運営責任者に報告してください。
［規定・棋譜記録について］
１　記録員は、あらかじめ決められた対局を担当します。
２　記録員の席は、対局時計と正面に向かい合ってください。
　　対局者は後手番の有利な位置に対局時計を置くことができます。(記録員は、時計が見えるように席を移動してください。) 
３　先手、後手の決定は、１回戦Ａ大将の振駒で決定します（４回戦までの全対局）。

５回戦は対局ごとの大将の振駒で決定します。副将・先鋒は交互の先後となります。
　１回戦Ａ大将の記録員は、上位者の駒（歩）を５枚とって振り駒をしてください。

別紙参照。
４　時計の管理は、対局開始後は対局者自身で行います。対局開始前に、時計のセットが　確実かどうかを点検してください。持ち時間は３０分、秒読みは４０秒にセットしてください。 時計の押し忘れの指摘は、助言にあたり禁止行為です。
５　指し直し局の持ち時間について
　　残り時間とします。時計の位置は同じとします。

６　持ち時間消費後の秒読みは、対局時計の電子音によります。記録員は、持ち時間がな　くなっていることを教示する必要はありません。
７　反則について。将棋連盟発行「将棋ガイドブック」に記載の反則は即負けとします。指摘はだれがしてもかまいません。その他反則と思われる疑義は反則とはしません。（例、手番でないときに時計を押してしまった・手を離した離さないギリギリの着手変更等）しかし、何度も繰り返すときは、反則とする場合があります。
８　入玉将棋について（２７点法）

　　入玉宣言法も採用しているが、基本的に審判長の裁定による。相入玉に両者合意の時は、対局者の監督同席の上、審判長に判断（継続か判定か）してもらう。（当然、選手同士が同意の上で勝敗決定をすることが出来る）

９　駒を落とした場合等の突発事態。

　　記録員が中断を宣言できる。中断宣言後の時間切れは、時間切れ負けにはしないで対局を継続する。

１０　棋譜用紙には、棋譜の正確な記載はもとより、後日の観戦記の参考になるようなことがらをできる限り書き留めてください。（感想戦の内容等）
  棋譜には、必ず残り時間（１０手ごと程度と随時）と、１分以上の考慮はその消費時間を記録してください。なお、残り時間や考慮時間は、分単位の目安でかまいません

１１　対局終了後に、ただちに両対局者に棋譜の点検と確認を求めてください。
　棋譜点検の作業や感想戦は、他の選手にとって迷惑に当たることがあります。対局会場を静寂に保つことは、記録員の重要な任務と心得てください。また、対局の進行の都合から、感想戦の自粛を求めることや棋譜点検を省略していただくこともあります。

１２　棋譜の記録用紙は、棋譜確認の後に事務局に提出してください。

１３　疑義が生じた場合は、時計の中断ボタンを押して、運営責任者に報告してください。運営責任者でも判断出来ない場合は、審判長の裁定をあおいでください。
１４　記録員は、審判長の補助的任務に当たっていること、更に大会の運営と進行の一端を担っていることを自覚しその任務に徹してください。特に、感想戦に深入りすることは　厳に慎んでください。

１５　棋譜はＰＣで点検作業を行う。棋譜のコピーは後日各新聞社へ郵送する。棋譜データは、希望県にメールにて送付する。

東北六県将棋大会　補足規定（大会主催者・監督会議協議と慣例から）
１　対局組み合わせの抽選について
    番号を入れた封筒を引くことによる。
　　前回の順位の下位の県から予備抽選の封筒を引く。
    次に、その結果により順次、対局番号を引く。

　　番号決定後、対局順番・対局席はあらかじめ決定しておく。別紙参照。
２　対局会場は禁煙とする。
　　別途、会場近くに喫煙コーナーを設ける。
３　飲み物のサービスについて
　　対局会場にお茶、水のセルフサービス・コーナーを設置する（選手は、休憩時間と対　局中に自由に利用できる。）、選手は、対局中に飲み物を必要とするときはこのセルフサービス・コーナーを利用する。対局中、外部からの差し入れは禁止。
　　監督や選手が対局に先立ち、会場に飲み物等を持ち込んだ時は、終局後、身の回りの　整理に協力してください。
４　取材協力について
　　主催者が行う写真撮影や取材は制限をしない。対局者及び関係者はこれら取材活動等　には協力するものとする。
    主催者が許可した報道機関等についても同様である。
５　観戦、応援等の制限について
　　対局会場は、観戦等の部外者の入室を制限しない。しかし、観戦に際しては対局者から１ｍ以上距離を置き、対局者の後ろからのぞかないように、横から静かに観戦する。近づいた時は、事務局等が注意する。あまりにもマナーが悪い時は、退席をお願いすることがある。

６　大盤解説会を随時別室で行います。関係者・観戦者はご参加ください。

７　大会成績掲示様式は、今回より変更してあります。別紙参照。
競技マナーの注意

日本将棋連盟山形県支部連合会

将棋は日本が世界に誇る「伝統文化」である。その歴史は５００年に及び、現在に受け継がれている。

選手には、文化への敬意と誇りを持っていただきたい。

対局者のマナー

1． 駒の並べ方。上位者（年上・段級が上）が王将を取る。（並べ方は大橋流・伊藤流が望ましい）

2． 振り駒。上位者が自陣の歩を５枚取り、振り駒を行い、先手後手を決める。歩が多く出たら上位者が先手。

3． 対局開始。「お願いします」の一礼から始まる。

4． 駒は升目にキッチリと置く。曲がったら途中でも直すこと。

5． 駒台の駒。扇状に並べ、相手にもわかりやすいようにする。

6． 対局中、席を立つ時、戻った時は「失礼します」と一声発する。

7． 対局中の私語は慎むこと。

8． 投了は、「負けました」と一礼とともにハッキリと相手に伝える。

9． 勝者は「ありがとうございました」と一礼を返す。

10．対局終了後の過度なガッツポーズ・バンザイ等の態度は慎むこと。

11．感想戦終了後は、「ありがとうございました」と一礼とともにあいさつを行う。

12. 席を離れるときは、駒を初形の位置に並べ直す。（または上位者が駒箱にしまう）

13. 席を立つときは、次の対局者への思いやりで、椅子は机の下に入れる。座布団はまっすぐに直すこと。

14．「礼に始まり、礼に終わる」を心得ること。

15. 上記マナーに著しく目に余る場合は、審判長・運営者協議の上、勝ちを取り消す場合がある。

日本の武道精神と同じ。「勝って驕（おご）らず、負けて腐らず」。
そして相手を尊重し合いながら切磋琢磨する。（剣道では「試合で一本とった後、小さいガッツポーズでも見苦しい行為として取り消しになる」ルールがある）

観戦者のマナー

1． 対局席にはあまり近づかない。（１ｍ以上離れること）

2． 対局者の後ろに立って観戦はしないこと。

3． 対局席の横から観戦する。（できれば座って観戦すること）

4． 対局の途中で対局者に声をかけてはならない。

5． 観戦中は私語（ひそひそ話等）をしてはならない。

6． 千日手・持将棋模様の時は、対局者ではなく運営者に知らせることは可とする。

7． 反則の指摘は、大会ルールに従うこと。（誰が指摘しても良い、とのルールがある場合がある）

8． 対局中の差し入れは禁止する。

9． 対局の妨げにならないことを心がけること。

10. 観戦態度があまりにもひどい時は、退場をお願いすることがある。

以上は、山形県支部連合会の運営者が一致した認識のもと、大会運営にあたることを確認する。

一般の大会・大学・高校・中学・小学のいずれの大会でも適用するものとする。

東北六県将棋大会山形県関係者名簿
監　督　　花輪　　正明（まさあき）　四段・６０
大　将　　田部井　直史（なおふみ）　四段・３９
副　将　　古谷　　幸大（こうだい）　四段・２５
先　鋒　　羽角　　聡彦（としひこ）　四段・４１
○日本将棋連盟
九段　　　　　　　島　　　朗　　　審判長　・大盤解説等

五段　　　　　　　阿部　健治郎　　副審判長・大盤解説等

女流二段  　　　　鈴木　環那　　　副審判長・大盤解説等

○主管

　
山形新聞社
　
取締役編集局長　　深山　洋　　　　本部長
　
編集局報道部長　　佐藤　秀之　　　副本部長
　　　編集局編集庶務副部長　多田　良宏　総括
  
事務局員　　　　　佐藤英樹、金子喬、常盤亮、田中由美子、吉田真由美、

山口竜昇、有川茂、井上萌々子、菅原早苗
○県連　数字の○はＰＣ　○印の方はノートＰＣご持参下さい。

フラッシュメモリーは県連で用意する。

名誉会長　　　　　岡田　宏道　　大会顧問

会　長　　　　　　山口　雅則　　副審判長

　　　　相談役　　　　　　永澤　　孝　　大会記録委員長・成績記録・棋譜まとめ①
　　　　事務局長　　　　　石井　知征　　大会競技委員長

　　　　記録Ａ班（◎班長）対局席Ａ担当
副幹事長　　　　◎上野　伸一　　棋譜点検・ＰＣ棋譜入力②
　　　　副幹事長　　　　　矢口　喜朗
　　　　常任理事　　　　　阿部　利一
　　　　　　　　　　　　　阿部　美鈴
記録Ｂ班（◎班長）対局席Ｂ担当
幹事　　　　　　　佐藤　　智　　棋譜点検・ＰＣ棋譜入力③
　　　　会計　　　　　　◎佐竹　道夫
　　　　幹事　　　　　　　外島　純平
　　　　　　　　　　　　　玉澤　暢之
記録Ｃ班（◎班長）対局席Ｃ担当
幹事　　　　　　　橋本　英樹　　棋譜点検・ＰＣ棋譜入力④
　　　　副幹事長　　　　◎山口　秀一
　　　　　　　　　　　　　佐竹　佑斗
　　　　　　　　　　　　　尾形　裕斗
　　　　　　　　　　　　　
○棋譜記録用の駒の表記法
駒の名称
表記
　略記

略記でも結構です。

玉将

玉、王　○

早い指し手が続くときは、盤から目を離さず
飛車

飛
　ヒ

手番のチェックのみを行い、余裕のある時に、

竜王

竜
　立、リ
正しく書き込んでください。
角行

角
　ク


竜馬

馬
　マ



金将

金
　∧




銀将

銀
　ヨ




成銀

成銀
　ナヨ、成ヨ




桂馬

桂
　土




成桂

成桂
　ナ土、成土




香車

香
　∠、禾



成香

成香
　ナ∠、ナ禾、成禾




歩兵

歩
　ヽ、ー




と金

と
　と




　　１．　取る時の「同」は、「冂」又は「〃」と略しても可。

２．　「成」（ナル）は、その駒の略符号を○で囲んで表すこともできます。

３．　「不成」（ナラズ）は、「＝」（イコール）も使います。「生」も可。
　「成」「不成」の区別は必ず書き込んでください。


　４．　必要に応じ右、左、上、寄、引、直、行や打の付記を付ける。
　５．　特に、盤面の駒を動かす・持ち駒打つときの区分に注意してください。
　６．　駒の位置は、算用数字で記入。
　７．　消費時間は、１分単位で記入する。






　８．　残り時間は、対局時計のデジタル表示（残り時間）をそのまま記入する。
　　　　　秒単位の数字は、省略する。






　　９．　棋譜は、終局後に読み上げによる指し手の再現により確認をしてください。
　１０．　感想戦と棋譜点検を円滑にリードしてください。




１１．　大会の日程の都合上、感想戦を中止していただくことがあります。


１２．　他の対局の迷惑になるような声高な感想戦はやめさせてください。


１３．　記録係が、感想戦に参加したり夢中になることのないように注意してください。






記録用盤の符号（手元に置いて記録して下さい）
注意
1 右・左・上・寄・成・不成・打　等追記を忘れないように

2 ４筋と６筋、間違いやすいので注意

3 ３筋と７筋も同様
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棋譜データの保存要領

下図のようにフォルダーにて保存する。

（例　￥棋譜－￥１回戦－￥山形秋田－￥大将（○○●●）.kif　以下同様）

１局ごとのファイル名は大将、副将、先鋒を記し（）(全角)の中に対局者名を入れます。
対局者名の順はフォルダに記した県名と対応します。先手後手の順ではありません。
棋譜のデータ形式は、柿木棋譜データとする。

フリーソフトKifu for Windows　Ver7　(柿木棋譜管理ソフト)使用。

棋譜に感想等コメントがあれば、コメント蘭に入力する。
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棋譜を入力終了後、ファイル名をつけて保存する。

保存したデータは、フラッシュメモリーへコピーし、○○○○記録委員長に渡す。

○○○○記録委員長は、データを整理保存する。

フラッシュメモリーは県連で用意する。

メールへ添付時は、ＺＩＰ形式に圧縮する。

【 参考資料 】
                          『入玉将棋の宣言法』
［宣言方法］
　宣言しようとする側の手番で手を指さずに「宣言します」と言い、時計を止めて対局を停止させ（秒読み中は、時間切れ前に宣言し対局を停止する）、その時の局面が、次の条件をすべて満たしていれば宣言した側が、勝ちになる。
＜条件１＞　宣言側の玉が、敵陣三段目以内に入っている。
＜条件２＞　宣言側が（大駒５点、小駒１点の計算で）
　　　　　　・先手の場合２８点以上の持点がある。
　　　　　　・後手の場合２７点以上の持点がある。
　　　　　　ただし、点数の対象になるのは玉を除く宣言側の持駒と敵陣三段目以内に存在する宣言側の駒のみである。
＜条件３＞　宣言側の敵陣三段目以内の駒は、玉を除いて１０枚以上存在する。
＜条件４＞　宣言側の玉に王手が、かかっていない。（詰めろや必死であるということ　　　　　は関係ない）
＜条件５＞　宣言側の持ち時間が残っている。（切れ負けの場合）
　以上１つでも条件が、そろっていない場合、宣言した方が負けとなる。もちろん、宣言する前に、どちらか片方が投了することは可能である。この規定は、どんな持ち時間でも適用する。


